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各県本部の農業機械展示会で注目を集めた共同購入トラクター（栃木県本部の第19回ＪＡグループパワフル
アグリフェアで、５‒７面）

東京・二子玉川で開かれた「ＪＡベジカレッジ」
で展示された野菜に触れる幼児（８面）

TACの作物栽培総合技術研修で中玉トマト
成育調査（３面）

おかげさまで20周年

東
京・二
子
玉
川
で「
J
A
ベ
ジ
カ
レ
ッ
ジ
」

8
月
31
日
は

「
や
さ
い
の
日
」

東京消防庁・救急部長感謝状を受賞
（人事部）

世界牛病学会2018で研究成果発表
（家畜衛生研究所）

営農管理システム「Z-GIS」の全国的な
普及へ全国各地で説明会、操作研修会
（耕種総合対策部）

TAC育成へ作物栽培総合技術研修
（耕種総合対策部）

「キッズの晩餐」 10月7日放送スタート（広報部）

『家の光』11月号で神出理事長が生産者・
JA職員と鼎談（広報部）
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『JA全農ウィークリー』が創刊20周年（広報部）

JAズームイン（JAふかや）

県本部だより（山梨県本部）

冷凍食品ブランド「ＭＡＭＡＭＡ」に
旬八青果店とのコラボカリー新登場
（総合企画部）

ＪＡタウンショップ紹介
　おいどんショップ鹿児島 （㈱Aコープ鹿児島）

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

www.zennoh-weekly.jp/

共同購入トラクターやドローンに熱いまなざし
各県本部が農機展示会やフェア開催
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News!

東京消防庁·救急部長感謝状を受賞
「応急処置講習会」の連続開催実績が評価されました 人事部

　
「
救
急
の
日
」お
よ
び「
救
急
医
療
週
間
」を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

救
急

業
務
と
救
急
医
療
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、救
急
医
療
関
係
者

の
意
識
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、9
月
9
日
を「
救
急
の
日
」、こ

の
日
を
含
む
1
週
間
を「
救
急
医
療
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。期
間
中
、

消
防
庁
、厚
生
労
働
省
、都
道
府
県
な
ど
全
国
各
地
で
、各
種
行
事
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
一
環
で
全
農
は
9
月
10

日
、
東
京
消
防
庁
・
救
急
部
長

か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
理
由
は
、
救
命
講
習

の
受
講
や
指
導
を
積
極
的
に
推

進
し
た
こ
と
で
す
。「
応
急
処

置
講
習
会
」（
講
師
：
丸
の
内

消
防
署
関
係
者
、主
催
： 

J
A

ビ
ル
衛
生
委
員
会
）の
連
続
開

催
実
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
8
回
目
、
受
講
生
は
延

べ
約
2
8
0
人
に
な
り
ま
す
。

講
習
会
で
は
、
人
工
呼
吸
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、A
E
D
の
使

用
方
法
等
を
、
実
技
を
交
え
な

が
ら
学
び
ま
す
。

　
全
農
は
、
こ
れ
か
ら
も
安
心

な
職
場
や
地
域
づ
く
り
へ
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
受

賞
に
恥
じ
な
い
取
り
組
み
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

感
謝
状
を
伝
達
し
た
丸
ノ
内
消
防
署
の

池
田
署
長（
前
列
右
）と
人
事
部
の
清

水
次
長（
前
列
左
）と
衛
生
委
員
会
メ
ン

バ
ー
、人
事
部
関
係
者

東京消防庁・救急部長の感謝状

News!

世界牛病学会2018で研究成果を発表
展示ブースで疾病予防のための牛クリニック紹介 家畜衛生研究所

　
全
農
家
畜
衛
生
研
究
所（
家
衛
研
）は
、8
月
28
日
～
9
月
1
日
に
札

幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
世
界
牛
病
学
会
2
0
1
8

で
研
究
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、展
示
ブ
ー
ス
で
全
農
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
取
り
組
み
を
国
内
外
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　
第
30
回
を
数
え
る
世
界
牛
病

学
会
は
、今
回
の
札
幌
が
ア
ジ
ア

で
は
初
め
て
の
開
催
で
す
。世
界

66
カ
国
か
ら
約
1
8
0
0
人
の

獣
医
師
や
研
究
者
が
参
加
し
、臨

床
、栄
養
、感
染
症
、乳
房
衛
生
、

群
管
理
、薬
剤
耐
性
対
策
な
ど
29

項
目
に
わ
た
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

の
研
究
発
表
や
講
演
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
家
衛
研
は
、病
原
体
の
流
行
を

把
握
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る

「
牛
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
の
遺
伝
子

解
析
法
の
検
討
」お
よ
び「
牛
呼

吸
器
病
一
括
検
査（
D
N
A
チ
ッ

プ
検
査
）の
評
価
」を
発
表
す
る

と
と
も
に
、全
農
の
展
示
ブ
ー
ス

を
設
け
、農
場
で
の
疾
病
予
防
の

た
め
の
牛
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
紹
介

し
ま
し
た
。ブ
ー
ス
で
は
全
農
が

牛
呼
吸
器
病
対
策
と
し
て
推
奨

す
る
D
N
A
チ
ッ
プ
検
査
に
つ

い
て
各
国
の
来
場
者
か
ら
質
問
、

興
味
が
示
さ
れ
、あ
ら
た
め
て
そ

の
有
用
性
が
実
感
さ
れ
ま
し
た
。

家
衛
研
の
研
究
員
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
担
当
獣
医
師
た
ち
と
し
て
も

今
回
世
界
か
ら
得
た
情
報
を
今

後
の
研
究
や
生
産
指
導
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
。

各国の来場者からも注目を集めた全農の展示
ブース

家畜衛生研究所の研究員がポスター
発表
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News!

農業者のニーズに迅速に対処できるTACの育成を支援
実践的な技術習得目指し作物栽培総合技術研修 耕種総合対策部

　
全
農
は
生
産
現
場
で
の
営
農
・
技
術
指
導
の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
処
で
き
る
実
践
力
の
あ
る

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
指
し
、平
成
29
年
度
か
ら「
作

物
栽
培
総
合
技
術
研
修
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
研
修
は
、日
頃
Ｔ
Ａ
Ｃ
活

動
を
十
分
実
践
し
、
基
礎
的
な

施
肥
、防
除
な
ど
の
知
識
を
持
っ

た
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
受
講
対
象

と
し
、平
成
29
年
度
は
全
国
か
ら

５
名
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
受
講
し
ま
し

た
。研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、神

奈
川
県
平
塚
市
の
営
農
・
技
術

セ
ン
タ
ー
で
栽
培
の
基
本
技
術

を
学
ぶ「
栽
培
技
術
総
合
研
修
」

と
、県
本
部
の
実
証
農
場
で
栽
培

実
習
を
行
う「
作
物
別
栽
培
技
術

研
修
」か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、

作
物
栽
培
に
関
す
る
よ
り
実
践

的
な
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
８
月
27
日
か
ら
31
日
に
か
け

て
、山
形
県
本
部
の「
園
芸
産
地

拡
大
実
証
研
修
農
場
」で
ト
マ

ト
、パ
プ
リ
カ
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
作
物
別
栽
培
技
術
研
修
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
2
名
の
Ｔ

Ａ
Ｃ
が
ハ
ウ
ス
や
選
果
施
設
な

ど
で
葉
か
き
や
収
穫
な
ど
の
作

業
を
行
い
、栽
培
技
術
の
習
得
に

励
み
ま
し
た
。受
講
者
か
ら
は
、

「
習
得
し
た
知
識
や
技
術
を
生
か

し
て
、日
頃
の
活
動
で
実
践
し
た

い
」と
の
意
欲
的
な
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
全
農
は
30
年
度
も
こ
の
研
修

を
開
催
し
、実
践
力
の
あ
る
Ｔ
Ａ

Ｃ
の
育
成
の
支
援
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。「
わ
れ
こ
そ
は
」と
思
う

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
積
極
的
な
受
講
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。山形県本部の園芸産地拡大

実証研修農場で行われたトマ
ト「アンジェレ」葉かき実習㊤
と栽培の基礎知識について
講義を熱心に聴く受講生

News!

営農管理システム「Z-GIS」の全国的な普及へ
全国各地で説明会、操作研修会を開催 耕種総合対策部

　
全
農
は
、今
年
４
月
に
P
C
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
圃ほ
じ
ょ
う場
情
報
を
管

理
す
る
営
農
管
理
シ
ス
テ
ム「
Z
─

G
I
S
」を
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。リ

リ
ー
ス
以
降
注
目
を
浴
び
て
お
り
、全
国
各
地
で
説
明
会
や
操
作
研
修

会
を
開
催
し
て
、普
及
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

営
農
管
理
シ
ス
テ
ム「
Z
─

G
I
S
」は
、
お
試
し
版
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
数
が
9
月
現
在
で

4
7
0
0
件
を
超
え
ま
し
た
。

Z
─

G
I
S
は
、E
x
c
e
l

に
入
力
し
た
情
報（
住
所
、
圃

場
の
所
有
者
、栽
培
作
物
な
ど
）

と
地
図
を
ひ
も
付
け
、P
C
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
管
理
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
全
農
は
J
A

や
連
合
会
の
職
員
を
対
象
と
し

た
説
明
会
や
操
作
研
修
会
を
開

き
、Z
─

G
I
S
の
普
及
拡
大
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
全
国
11
カ
所
で
開
催

し
、
約
4
2
0
人
が
受
講
し
て

い
ま
す
。山
口
で
は
、午
前
と
午

後
の
計
5
時
間
を
掛
け
て
操
作

研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。ま
た
、

広
島
で
は
県
本
部
が
認
定
す
る

J
A
施
肥
マ
ス
タ
ー
に
対
し
て

Z
─

G
I
S
を
提
供
す
る
と
い

う
県
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
声
を

反
映
し
て
継
続
的
に
シ
ス
テ
ム

を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
活
用

事
例
を
紹
介
す

る
こ
と
で
、さ
ら

な
る
普
及
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

広
島
県
本
部
で
開
い
た
操
作
研
修
会

Z-GISのダウンロード
はこちらから
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News!

『家の光』11月号で神出理事長が生産者・JA職員と鼎
て い だ ん

談
全農の自己改革の取り組みなどを解説 広報部

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
般
社
団
法
人 

家
の
光
協
会
が
発
行
す
る
月
刊
誌

『
家
の
光
』11
月
号（
10
月
1
日
発
行
）に
、J
A
岡
山
の
組
合
員 

岡
崎

伴
明
さ
ん
、同
J
A
職
員 

中
江
智
子
さ
ん
、全
農
の
神
出
元
一
理
事
長

に
よ
る
鼎
談
企
画
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
、「
知
っ
て
な
っ

得
！ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
全
農
」と
題

し
、岡
崎
さ
ん
や
中
江
さ
ん
か
ら

の
全
農
に
関
す
る
意
見
や
質
問

に
対
し
て
、神
出
理
事
長
が
答
え

る
形
式
で
、全
農
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
解
説
す
る
も
の
で
す
。

　
岡
崎
さ
ん
が
肥
料
や
農
薬
の

価
格
が
安
く
な
る
こ
と
へ
の
期

待
を
述
べ
た
こ
と
に
対
し
、神
出

理
事
長
は
、全
農
と
Ｊ
Ａ
、生
産

者
が
協
力
し
、肥
料
の
銘
柄
集
約

に
よ
り
価
格
を
引
き
下
げ
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、中
江
さ
ん
が
人
手
不
足

の
問
題
に
触
れ
た
こ
と
に
対
し

て
、全
農
が
開
発
し
た「
Ｚ
-Ｇ

Ｉ
Ｓ
」の
活
用
で
、農
地
の
情
報

や
栽
培
デ
ー
タ
な
ど
を
一
括
管

理
で
き
、生
産
者
の
負
担
を
減
ら

せ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、全
農
の
輸
出
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
や
、米
の
消
費

拡
大
策
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、『
家
の
光
』11
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

『家の光』11月号に掲載された鼎談企画「知って
なっ得！ チャレンジ全農」

全農の自己改革などについて話す神出理事長
㊧と中江さん㊥、岡崎さん

News!

「キッズの晩
ば ん さ ん

餐」 （BS朝日）10月7日放送スタート
頑張る子どもたちをニッポンの食で応援！ 広報部

 

全
農
が
提
供
す
る
新
番
組「
キ
ッ
ズ
の
晩
餐
」（
B
S
朝
日
）が
、10
月

7
日
か
ら
放
送
を
開
始
し
ま
す
。

　
「
キ
ッ
ズ
の
晩
餐
」は
、
頑
張

る
子
ど
も
た
ち
が
主
役
の
番

組
で
す
。
甲
子
園
を
目
指
す
野

球
少
年
、
縄
跳
び
が
誰
よ
り
も

得
意
な
少
女
、
田
ん
ぼ
の
生
き

も
の
調
査
に
熱
く
取
り
組
む

少
年
な
ど
な
ど
…
…
。
番
組
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
お
む
す
ー
び
く
ん
」が
全
国

津
々
浦
々
の
キ
ッ
ズ
を
訪
ね
、

将
来
の
夢
や
目
標
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
。

　
番
組
で
は
毎
回
、
子
ど
も
た

ち
に
1
俵
分
の
お
米
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
そ
の
お
米
を
使
っ
て
、

ご
家
族
が
子
ど
も
た
ち
に
お
む

す
び
を
作
っ
て
、
家
族
み
ん
な

で「
晩
餐
タ
イ
ム
！
」。子
ど
も

た
ち
の
夢
を「
食
」で
応
援
し

ま
す
。

　
初
回
の
放
送
で
は
、
横
綱
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
、
日
々
稽

古
に
励
む
相
撲
少
年
が
登
場
。

番
組
の
合
間
に
は
、
今
年
の
夏

の
高
校
野
球
中
継
で
話
題
と

な
っ
た
47
都
道
府
県
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
C
M
も
放
送
予
定
！ 

毎

週
、J
A
タ
ウ
ン
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
が
抽
選
で
当
た
る
視
聴
者
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

番組概要

タイトル
キッズの晩餐
放送局
BS朝日（BS5チャンネル）
放送日時
毎週日曜日
　午前11:55～12:00

（再放送：毎週木曜日
夜10:54～11:00）

番組キャラクター 
おむすーびくん 初回登場の相撲少年・西島くん
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秋
田
県
本
部
と
J
A
グ
ル
ー
プ
秋
田
は
6
月
14

〜
16
日
、「
農
業
の
進
化
を
そ
の
目
で
キ
ャ
ッ

チ
！！
」を
テ
ー
マ
に
、
秋
田
市
の
県
立
ス
ケ
ー
ト

場
で「
第
31
回
秋
田
県
J
A
農
業
機
械
大
展
示

会
」を
開
き
、
期
間
中
約
4
4
0
0
人
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
農
機
メ
ー
カ
ー
各
社
の
最
新
鋭
農
業
機
械
の
展

示
を
は
じ
め
、
種
ま
き
か
ら
調
製
・
出
荷
作
業
ま

で
の
一
連
の
機
械
を
展
示
す
る「
園
芸
作
物
機
械

化
一
貫
体
系
」コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
エ
ダ
マ
メ
、
ネ

ギ
に
関
す
る
機
械
の
展
示
や
栽
培
技
術
の
提
供
を

行
っ
た
他
、
肥
料
や
農
薬
、

農
産
資
材
の
展
示
、
営
農

や
農
業
資
金
に
関
す
る
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し

た
。

　
ま
た
、
農
業
機
械
の
知

識
の
習
得
を
目
的
に
全
県

J
A
の
T
A
C
担
当
者
研

修
会
も
会
場
内
で
開
き
、

ド
ロ
ー
ン
や
農
業
機
械
の
自

動
化
に
つ
い
て
学
ん
だ
他
、

エ
ダ
マ
メ
・
ネ
ギ
の
生
産
振

興
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
研
修
し
ま
し
た
。

　
福
島
県
本
部
は
7
月
11
〜
13
日
、
郡
山
市
の

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
、「
ア
グ
リ
フ
ェ
ア

2
0
1
8
i
n
ふ
く
し
ま
」を
開
き
ま
し
た（
今

年
で
31
回
目
、
本
会
場
で
は
18
回
目
）。

　
展
示
会
で
は
、
価
格
を
抑
え
た「
共
同
購
入
ト

ラ
ク
タ
ー
」の
紹
介
や
、
大
規
模
生
産
者
向
け
の

フ
レ
コ
ン
出
荷
設
備
に
よ
る
出
荷
体
系
紹
介
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。ま
た
、各
出
展
メ
ー
カ
ー

で
は
、
営
農
管
理
を
デ
ー
タ
・
数
値
に
よ
っ
て
見

え
る
化
し
た
情
報
通
信
技
術
の
搭
載
が
際
立
っ
て

お
り
、
多
く
の
農
家
が
興
味
・
関
心
を
示
し
て
い

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
3
日
間
で
3
3
0
8
人
が
来
場
し
、

終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
茨
城
県
本
部
は
7
月
7
〜
9
日
、
茨
城
町
の

県
本
部
農
機
総
合
セ
ン
タ
ー
で
第
44
回
農
機
・
生

産
資
材
大
展
示
会「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
フ
ェ
ア

2
0
1
8
」を
開
き
、
期
間
中
に
7
2
0
0
人
以

上
が
来
場
し
ま
し
た
。

　「
ス
イ
ッ
チ
！ 

稼
ぐ
未
来
へ
」を
テ
ー
マ
に
、
共

同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
や
最
新
営
農
技
術
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
メ
ー
カ
ー
の
ブ
ー
ス
や
ミ
ニ
講
習
会

で
、「
セ
ル
フ
点
検
の
ス
ス
メ
」と
題
し
、
点
検
の

重
要
性
や
ポ
イ
ン
ト
を
来
場
者
に
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
企
画
と
連
動
し
て
、初
め
て「
工
具
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
、
幅
広
い
情
報
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

　
栃
木
県
本
部
は
7
月
21
、
22
の
両
日
、
宇
都

宮
市
内
で
J
A
グ
ル
ー
プ
栃
木
の
総
力
を
結
集
し

た
農
機
展
示
会
、「
第
19
回
J
A
グ
ル
ー
プ
栃
木

パ
ワ
フ
ル
ア
グ
リ
フ
ェ
ア
」を
開
き
ま
し
た
。

　
目
玉
は「
共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
」の
展
示
。
他

に
も
メ
ー
カ
ー
各
社
の
最
新
農
業
機
械
な
ど
約

1
5
0
0
台
の
展
示
や
中
古
農
機
の
情
報
提
供
、

肥
料
・
農
薬
や
園
芸
資
材
の
低
コ
ス
ト
商
品
の
展

示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
栃
木
県
産
の
食
材
を
使
用
し
た
商
品
の

提
供
や
、
地
元
栃
木
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム「
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
」の
選
手
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
行

い
、
約
5
8
0
0
人
が
来
場
し
大
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。

共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
や
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
に
熱
い
ま
な
ざ
し

　
各
県
本
部
は
そ
れ
ぞ
れ
、
最
新
鋭
や
中

古
農
業
機
械
の
展
示
・
フ
ェ
ア
な
ど
を
開
き

ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
共
同
購
入
ト
ラ
ク

タ
ー
や
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
展
示
、
実
演

が
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。【
各
県
本
部
】

来
場
者
の
注
目
を
集
め
た

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
展
示

来場者の関心を集めた
共同購入トラクターの紹介

系統独自型式コンバインも展示

初めて設置した「工具コーナー」は
来場者だけでなく関係者も興味津々

あ
し
た

秋
田
県
本
部

第
31
回
秋
田
県

農
業
機
械
大
展
示
会

福
島
県
本
部

ア
グ
リ
フ
ェ
ア
2
0
1
8

i
n
ふ
く
し
ま

茨
城
県
本
部

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
フ
ェ
ア

2
0
1
8

栃
木
県
本
部

第
19
回
J
A
グ
ル
ー
プ
栃
木

パ
ワ
フ
ル
ア
グ
リ
フ
ェ
ア

各
県
本
部
が
農
機
展
示
会
や
フ
ェ
ア
開
催
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岐
阜
県
本
部
は
7
月
13
、
14
の
両
日
、
大
野

町
の
J
A
い
び
川
大
野
営
農
セ
ン
タ
ー
で
県
J
A

協
賛
の
も
と「
第
26
回
岐
阜
県
J
A
中
古
農
機

フ
ェ
ア
」を
開
き
ま
し
た
。

　
中
古
農
機
の
需
要
と
コ
ス
ト
低
減
意
識
の
高
ま

り
に
対
応
す
る
目
的
で
行
い
、
両
日
と
も
県
内
の

J
A
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
展
さ
れ
た
整
備
済
み
の
中

古
農
機
約
80
台
を
展
示
・
販
売
し
ま
し
た
。
2

日
間
で
約
5
6
0
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
鳥
取
は
6
月
30
日
、
7
月
1
日

に
J
A
鳥
取
い
な
ば
、
7
月
6
、
7
の
両
日
に
㈱

J
A
中
央
サ
ー
ビ
ス
、
7
月
14
、
15
の
両
日
に

J
A
鳥
取
西
部
の
3
会
場
で
農
機
サ
マ
ー
ド
リ
ー

ム
フ
ェ
ア
2
0
1
8
を
開
き
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
は
最
新
農
業
機
械
や
中
古
農
業
機

械
の
展
示
を
は
じ
め
、
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
コ
ス
ト
低
減
、
省
力
化
の
情
報
提
供

を
行
い
ま
し
た
。
3
会
場
で
合
わ
せ
て
約

3
5
0
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
山
口
は
7
月
6
〜
8
日
、
山
口

市
阿
知
須
の
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
多
目
的

ド
ー
ム
で「
農
機
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
2
0
1
8
」を

開
き
、
約
3
3
0
0
人
の
組
合
員
が
来
場
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
も
、「
低
コ
ス
ト
・
省
力
化
・
新
技
術

の
ご
提
案
」を
テ
ー
マ
に
、
農
機
具
メ
ー
カ
ー
各

社
に
よ
る
最
新
機
械
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ

め
、
営
農
に
関
す
る
相
談
、
各
連
合
会
な
ど
に
よ

る
農
機
具
の
購
入
資
金
に
関
す
る
相
談
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
生
活
や
営
農
を
支
援
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
出
展
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
の
声
を
反

映
し
、
機
能
を
絞
り
込
ん
だ「
共
同
購
入
ト
ラ
ク

タ
」の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
来
場
者
へ
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　
大
分
県
本
部
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
大
分
は
8
月

29
〜
31
日
、
大
分
市
内
の
大
分
銀
行
ド
ー
ム（
ホ

ワ
イ
エ
:ド
ー
ム
内
）で「
J
A
農
機
フ
ェ
ア

2
0
1
8
」を
開
き
、
3
日
間
で
約
2
5
0
0

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
大

型
の
農
業
機
械
か
ら
刈
り
払
い
機
や
小
型
管
理

機
ま
で
各
種
農
機
の
展
示
・
販
売
が
行
わ
れ
た

他
、
肥
料
農
薬
の
販
売
ブ
ー
ス
や
農
業
に
関
す

る
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
J
A
自
己
改
革
コ
ー
ナ
ー
で
は
話
題
の
共
同

購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
や
野
菜
用
レ
ン
タ
ル
農
機
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
新
た
な
農
業
機
械
の
購

入
方
法
と
し
て
期
待
さ
れ
る「
残
価
設
定
型
リ
ー

ス
」の
紹
介
も
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン

の
模
擬
飛
行
を
は
じ

め
、各
メ
ー
カ
ー
ブ
ー

ス
で
は
I
C
T
・
省

力
化
技
術
な
ど
の
新

技
術
が
紹
介
さ
れ
、

毎
年
好
評
の
米
の
食

味
検
定
サ
ー
ビ
ス
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
お

買
い
上
げ
の
お
客
さ

ま
を
対
象
に
し
た
お

楽
し
み
抽
選
会
も
実

施
す
る
な
ど
フ
ェ
ア

期
間
中
、
大
い
に
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

多くの人が訪れた農機ふれあいフェア

J
A
自
己
改
革
コ
ー
ナ
ー
に

共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
を
展
示

鳥
取
県
本
部

3
会
場
で
農
機
サ
マ
ー

ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ア
2
0
1
8

山
口
県
本
部

農
機
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

2
0
1
8

大
分
県
本
部

J
A
農
機
フ
ェ
ア
2
0
1
8

最
新
農
業
機
械
や
中
古
農
業
機
械
を
展
示

岐
阜
県
本
部

第
26
回
岐
阜
県

J
A
中
古
農
機
フ
ェ
ア

　
群
馬
県
本
部
は
県
内
J
A
グ
ル
ー
プ
協
力
の

も
と
、
7
月
14
、
15
の
両
日
、
前
橋
市
の
県
本

部
総
合
セ
ン
タ
ー
で「
ア
グ
リ
マ
シ
ン
フ
ェ
ア

2
0
1
8（
第
42
回
農
業
機
械
大
展
示
即
売

会
）」を
開
き
ま
し
た
。
約
40
社
の
企
業
・
団
体

が
出
展
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
展
示
や
実
演
で

最
新
技
術
を
P
R
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
生
産
現
場
の
声
を
反
映
し
た
共
同

購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
の
展
示
や
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の

デ
モ
フ
ラ
イ
ト
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
2
日
間
で

約
5
3
0
0
人
が
来
場
し
、
大
い
に
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
埼
玉
県
本
部
は
県
内
J
A
、
県
J
A
農
機
協

議
会
、
取
り
扱
い
メ
ー
カ
ー
各
社
と
各
連
合
会
の

協
賛
で
7
月
20
、
21
の
両
日
、
加
須
市
の「
む
さ

し
の
村
特
設
会
場
」で「
夏
の
農
機
大
展
示
会
」を

開
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
え
機
、
コ
ン

バ
イ
ン
、
乾
燥
機
な
ど
の
多
く
の
新
型
機
種
や
中

古
農
機
を
展
示
し
、
2
日
間
で
約
1
7
0
0
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

　
開
会
で
若
林
龍
司
会
長
は「
来
場
者
に
は
懇
切

丁
寧
な
商
談
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
J
A
グ

ル
ー
プ
で
は
、
生
産
者
の
所
得
増
大
に
向
け
、
自

己
改
革
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、
完
遂

さ
せ
て
い
く
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
社
新
機
種
の
特
徴
な
ど

を
熱
心
に
聞
き
入
る
来
場
者
の
姿
が
多
く
見
ら

れ
、
活
気
あ
る
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
7
月
に
発
表
し
た
話
題
の
共
同
購
入
ト

ラ
ク
タ
ー
が
非
常
に
好
評
で
、
来
場
者
の
関
心
を

集
め
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
本
部
は
8
月
3
、
4
の
両
日
、
平

塚
市
の
田
村
事
務
所
で「
農
業
機
械
展
示
予
約

会
」を
開
き
、
2
0
9
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
各
メ
ー
カ
ー
の
ブ
ー
ス
で
は
相
談
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
農
機
の
提
案
が
受
け
ら
れ
、
併
設
会

場
で
の
ミ
ニ
講
習
会
や
中
古
農
機
入
札
販
売
会

も
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
今
回
の
展
示
会
推
進
期
間
に
合
わ
せ
、
農
機

購
入
支
援
対
策
を
実
施
し
、
受
注
実
績
は
計
画

比
1
0
5
%
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
神
奈
川
県
本
部
は「
J
A
グ
ル
ー
プ

神
奈
川
推
奨
型
式
」を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

生
産
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
推
進
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。

　
富
山
県
本
部
は
7
月
7
、
8
の
両
日
、
富
山

市
の
富
山
産
業
展
示
館
で「
農
機
フ
ェ
ア

2
0
1
8
」を
開
き
、
農
機
メ
ー
カ
ー
約
35
社
が

大
型
農
機
か
ら
小
型
農
機
ま
で
約
1
0
0
0
点
を

展
示
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
生
産
コ
ス
ト
低
減
・
生
産
性
向
上
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
先
日
発
表
さ
れ
た
共
同
購
入
ト

ラ
ク
タ
ー
や
最
新
鋭
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
会
場
は

終
日
に
ぎ
わ
い
、
2
日
間
で
約
6
3
0
0
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

共同購入トラクターに興味を持つ来場した皆さん

JAグループ神奈川推奨型式の展示コーナー

農業用ドローンのデモフライトも担当者から説明を受ける来場者

終日にぎわった農機フェア2018

群
馬
県
本
部

ア
グ
リ
マ
シ
ン
フ
ェ
ア

2
0
1
8

埼
玉
県
本
部

夏
の
農
機
大
展
示
会

神
奈
川
県
本
部

農
業
機
械
展
示
予
約
会

富
山
県
本
部

農
機
フ
ェ
ア
2
0
1
8

各
県
本
部
が
農
機
展
示
会
や
フ
ェ
ア
開
催
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岐
阜
県
本
部
は
7
月
13
、
14
の
両
日
、
大
野

町
の
J
A
い
び
川
大
野
営
農
セ
ン
タ
ー
で
県
J
A

協
賛
の
も
と「
第
26
回
岐
阜
県
J
A
中
古
農
機

フ
ェ
ア
」を
開
き
ま
し
た
。

　
中
古
農
機
の
需
要
と
コ
ス
ト
低
減
意
識
の
高
ま

り
に
対
応
す
る
目
的
で
行
い
、
両
日
と
も
県
内
の

J
A
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
展
さ
れ
た
整
備
済
み
の
中

古
農
機
約
80
台
を
展
示
・
販
売
し
ま
し
た
。
2

日
間
で
約
5
6
0
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
鳥
取
は
6
月
30
日
、
7
月
1
日

に
J
A
鳥
取
い
な
ば
、
7
月
6
、
7
の
両
日
に
㈱

J
A
中
央
サ
ー
ビ
ス
、
7
月
14
、
15
の
両
日
に

J
A
鳥
取
西
部
の
3
会
場
で
農
機
サ
マ
ー
ド
リ
ー

ム
フ
ェ
ア
2
0
1
8
を
開
き
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
は
最
新
農
業
機
械
や
中
古
農
業
機

械
の
展
示
を
は
じ
め
、
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
コ
ス
ト
低
減
、
省
力
化
の
情
報
提
供

を
行
い
ま
し
た
。
3
会
場
で
合
わ
せ
て
約

3
5
0
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
山
口
は
7
月
6
〜
8
日
、
山
口

市
阿
知
須
の
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
多
目
的

ド
ー
ム
で「
農
機
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
2
0
1
8
」を

開
き
、
約
3
3
0
0
人
の
組
合
員
が
来
場
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
も
、「
低
コ
ス
ト
・
省
力
化
・
新
技
術

の
ご
提
案
」を
テ
ー
マ
に
、
農
機
具
メ
ー
カ
ー
各

社
に
よ
る
最
新
機
械
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ

め
、
営
農
に
関
す
る
相
談
、
各
連
合
会
な
ど
に
よ

る
農
機
具
の
購
入
資
金
に
関
す
る
相
談
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
生
活
や
営
農
を
支
援
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
出
展
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
の
声
を
反

映
し
、
機
能
を
絞
り
込
ん
だ「
共
同
購
入
ト
ラ
ク

タ
」の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
来
場
者
へ
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　
大
分
県
本
部
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
大
分
は
8
月

29
〜
31
日
、
大
分
市
内
の
大
分
銀
行
ド
ー
ム（
ホ

ワ
イ
エ
:ド
ー
ム
内
）で「
J
A
農
機
フ
ェ
ア

2
0
1
8
」を
開
き
、
3
日
間
で
約
2
5
0
0

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
大

型
の
農
業
機
械
か
ら
刈
り
払
い
機
や
小
型
管
理

機
ま
で
各
種
農
機
の
展
示
・
販
売
が
行
わ
れ
た

他
、
肥
料
農
薬
の
販
売
ブ
ー
ス
や
農
業
に
関
す

る
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
J
A
自
己
改
革
コ
ー
ナ
ー
で
は
話
題
の
共
同

購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
や
野
菜
用
レ
ン
タ
ル
農
機
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
新
た
な
農
業
機
械
の
購

入
方
法
と
し
て
期
待
さ
れ
る「
残
価
設
定
型
リ
ー

ス
」の
紹
介
も
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン

の
模
擬
飛
行
を
は
じ

め
、各
メ
ー
カ
ー
ブ
ー

ス
で
は
I
C
T
・
省

力
化
技
術
な
ど
の
新

技
術
が
紹
介
さ
れ
、

毎
年
好
評
の
米
の
食

味
検
定
サ
ー
ビ
ス
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
お

買
い
上
げ
の
お
客
さ

ま
を
対
象
に
し
た
お

楽
し
み
抽
選
会
も
実

施
す
る
な
ど
フ
ェ
ア

期
間
中
、
大
い
に
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

多くの人が訪れた農機ふれあいフェア

J
A
自
己
改
革
コ
ー
ナ
ー
に

共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
を
展
示

鳥
取
県
本
部

3
会
場
で
農
機
サ
マ
ー

ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ア
2
0
1
8

山
口
県
本
部

農
機
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

2
0
1
8

大
分
県
本
部

J
A
農
機
フ
ェ
ア
2
0
1
8

最
新
農
業
機
械
や
中
古
農
業
機
械
を
展
示

岐
阜
県
本
部

第
26
回
岐
阜
県

J
A
中
古
農
機
フ
ェ
ア

　
群
馬
県
本
部
は
県
内
J
A
グ
ル
ー
プ
協
力
の

も
と
、
7
月
14
、
15
の
両
日
、
前
橋
市
の
県
本

部
総
合
セ
ン
タ
ー
で「
ア
グ
リ
マ
シ
ン
フ
ェ
ア

2
0
1
8（
第
42
回
農
業
機
械
大
展
示
即
売

会
）」を
開
き
ま
し
た
。
約
40
社
の
企
業
・
団
体

が
出
展
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
展
示
や
実
演
で

最
新
技
術
を
P
R
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
生
産
現
場
の
声
を
反
映
し
た
共
同

購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
の
展
示
や
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の

デ
モ
フ
ラ
イ
ト
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
2
日
間
で

約
5
3
0
0
人
が
来
場
し
、
大
い
に
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
埼
玉
県
本
部
は
県
内
J
A
、
県
J
A
農
機
協

議
会
、
取
り
扱
い
メ
ー
カ
ー
各
社
と
各
連
合
会
の

協
賛
で
7
月
20
、
21
の
両
日
、
加
須
市
の「
む
さ

し
の
村
特
設
会
場
」で「
夏
の
農
機
大
展
示
会
」を

開
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
え
機
、
コ
ン

バ
イ
ン
、
乾
燥
機
な
ど
の
多
く
の
新
型
機
種
や
中

古
農
機
を
展
示
し
、
2
日
間
で
約
1
7
0
0
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

　
開
会
で
若
林
龍
司
会
長
は「
来
場
者
に
は
懇
切

丁
寧
な
商
談
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
J
A
グ

ル
ー
プ
で
は
、
生
産
者
の
所
得
増
大
に
向
け
、
自

己
改
革
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、
完
遂

さ
せ
て
い
く
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
社
新
機
種
の
特
徴
な
ど

を
熱
心
に
聞
き
入
る
来
場
者
の
姿
が
多
く
見
ら

れ
、
活
気
あ
る
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
7
月
に
発
表
し
た
話
題
の
共
同
購
入
ト

ラ
ク
タ
ー
が
非
常
に
好
評
で
、
来
場
者
の
関
心
を

集
め
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
本
部
は
8
月
3
、
4
の
両
日
、
平

塚
市
の
田
村
事
務
所
で「
農
業
機
械
展
示
予
約

会
」を
開
き
、
2
0
9
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
各
メ
ー
カ
ー
の
ブ
ー
ス
で
は
相
談
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
農
機
の
提
案
が
受
け
ら
れ
、
併
設
会

場
で
の
ミ
ニ
講
習
会
や
中
古
農
機
入
札
販
売
会

も
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
今
回
の
展
示
会
推
進
期
間
に
合
わ
せ
、
農
機

購
入
支
援
対
策
を
実
施
し
、
受
注
実
績
は
計
画

比
1
0
5
%
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
神
奈
川
県
本
部
は「
J
A
グ
ル
ー
プ

神
奈
川
推
奨
型
式
」を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

生
産
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
推
進
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。

　
富
山
県
本
部
は
7
月
7
、
8
の
両
日
、
富
山

市
の
富
山
産
業
展
示
館
で「
農
機
フ
ェ
ア

2
0
1
8
」を
開
き
、
農
機
メ
ー
カ
ー
約
35
社
が

大
型
農
機
か
ら
小
型
農
機
ま
で
約
1
0
0
0
点
を

展
示
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
生
産
コ
ス
ト
低
減
・
生
産
性
向
上
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
先
日
発
表
さ
れ
た
共
同
購
入
ト

ラ
ク
タ
ー
や
最
新
鋭
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
会
場
は

終
日
に
ぎ
わ
い
、
2
日
間
で
約
6
3
0
0
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

共同購入トラクターに興味を持つ来場した皆さん

JAグループ神奈川推奨型式の展示コーナー

農業用ドローンのデモフライトも担当者から説明を受ける来場者

終日にぎわった農機フェア2018

群
馬
県
本
部

ア
グ
リ
マ
シ
ン
フ
ェ
ア

2
0
1
8

埼
玉
県
本
部

夏
の
農
機
大
展
示
会

神
奈
川
県
本
部

農
業
機
械
展
示
予
約
会

富
山
県
本
部

農
機
フ
ェ
ア
2
0
1
8

各
県
本
部
が
農
機
展
示
会
や
フ
ェ
ア
開
催
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レ
リ
ア
会
場
で
は
、や
さ
い
苗
、

や
さ
い
氷
柱
、や
さ
い
巨
大
オ

ブ
ジ
ェ
の
展
示
を
は
じ
め
、フ
ジ
パ
ン

㈱
・
m
i
z
u
i
r
o
㈱
の
共
催
に
よ

る「
野
菜
畑
の
ド
ー
ナ
ツ
」を
食
べ
な
が

ら「
お
や
さ
い
ク
レ
ヨ
ン
」で
の
ラ
イ
ブ
ペ

イ
ン
ティ
ン
グ
、野
菜
の
収
穫
体
験
や
、

野
菜
に
関
す
る
ク
イ
ズ
の
答
え
に
な
る

野
菜
を
釣
り
上
げ
る
野
菜
釣
り
、野

菜
電
池
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
、

野
菜
を「
見
る
」「
触
れ
る
」「
描
く
」と

いっ
た
体
験
を
通
し
て
、親
子
で
楽
し

み
な
が
ら
野
菜
の
知
識
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
企
画
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
よ
る
Ｊ
Ａ
ま
る
し
ぇ
で
は
、２
店

舗（
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
、Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま

未
来
）が
青
果
物
や
加
工
品
を
販
売

し
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　
一
方
、蔦
屋
家
電
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
は
、

シ
ャ
ー
プ
㈱
、Ｊ
Ａ
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー

㈱
と
の
共
催
で
シ
ャ
ー
プ
㈱
の
調
理
家

電
を
使
用
し
た
国
産
野
菜
の
加
熱
料

理
レ
シ
ピ
紹
介
・
調
理
実
演
・
試
食
を

行
い
ま
し
た
。家
庭
で「
簡
便
で
お
い
し

い
」国
産
野
菜
の
食
べ
方
の
提
案
と
と

も
に
、全
農
の
紹
介
、ア
ン
ジェレ
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
理
実
演
で
は
、オ
ー
ブ
ン
を
使
用

し
た「
焼
き
野
菜
」や「
蒸
し
と
う
も

ろ
こ
し
」に
加
え
、無
水
電
気
鍋
を
使

用
し
た「
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
」を
参
加
者
に

実
演
・
試
食
し
て
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。

特
に
水
を
一
切
使
わ
ず
生
の
ト
マ
ト
を

ベ
ー
ス
に
し
た「
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
」の
出

来
上
が
り
に
は
驚
き
の
声
が
上
が
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
ほ
と
ん
ど
の
参

加
者
か
ら「
大
満
足
」「
満
足
」と
の
評

価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
全
農
は
、今
後
も
こ
う
し
た
企
画
を

積
極
的
に
開
催
し
、国
産
青
果
物
の
消

費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

8月31日は

「やさいの日」

東
京
・二
子
玉
川
で「
J
A
ベ
ジ
カ
レッ
ジ
」

国
産
や
さ
い
の
魅
力
・お
い
し
さ
新
発
見
！ 

　
J
A
グ
ル
ー
プ
は
、毎
年
8
月
31
日
の「
や
さ
い

の
日
」を
中
心
に
国
産
野
菜
の
消
費
拡
大
の
取
り

組
み
を
全
国
各
地
で
展
開
し
て
い
ま
す
。全
農
は

8
月
25
、26
の
両
日
、Ｊ
Ａ
全
中
と
共
催
で「
J
A

ベ
ジ
カ
レ
ッ
ジ
」二
子
玉
川
キ
ャ
ン
パ
ス
を
東
京
都

世
田
谷
区
の
二
子
玉
川
ラ
イ
ズ
・
ガ
レ
リ
ア
、二
子

玉
川 

蔦
屋
家
電
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
開
き
ま
し
た
。夏

休
み
最
後
の
週
末
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、フ
ァ
ミ

リ
ー
層
を
中
心
に
2
日
間
で
約
3
万
3
0
0
0

人
が
訪
れ
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。【
園
芸
部
】

ガ

野菜電池を作る
ワークショップで

音楽を聴く子どもたち

涼を呼ぶやさい氷柱 無水電気鍋を
使用した「ラタトゥイユ」を

実演・試食

野菜釣りを
楽しむ子どもたち
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　『
J
A
全
農
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』の
前

身
は
、『
全
農
通
信
』で
す
。『
全
農

通
信
』は
、
全
購
連
と
全
販
連
の
合

併
に
よ
り
全
農
が
発
足
し
た
昭
和
47

年
以
来
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
10
年
10
月
1
日
に
宮
城
・
鳥
取
・

島
根
各
県
連
と
合
併
し
、
新
た
な

「
J
A
全
農
」
と
し
て
発
足
し
た
こ
と

を
機
に
、『
J
A
全
農
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
創
刊
し
ま

し
た
。
週
刊
の
形
は
、『
全
農
通
信
』

の
時
代
か
ら
続
く
も
の
で
す
。

　
J
A
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

「
J
A
ズ
ー
ム
イ
ン
」は
創
刊
当
初
か

ら
続
く
ペ
ー
ジ
で
す
。
ま
た
、
県
本

部
の
動
き
を
伝
え
る「
県
本
部
だ
よ

り
」も
創
刊
当
初
か
ら
掲
載
し
て
い

ま
す
。
J
A
グ
ル
ー
プ
・
全
農
グ
ル
ー

プ
を
結
ぶ
の
も
本
誌
の
重
要
な
役
割

で
す
。

　
毎
号
、
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る「
J
A
タ
ウ
ン
シ
ョ
ッ
プ
紹
介
」。

初
回
の
掲
載
は
、Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
の
オ
ー

プ
ン
か
ら
1
カ
月
後
の
平
成
13
年
11

月
26
日
号
で
し
た
。
本
誌
は
こ
れ
か

ら
も
J
A
タ
ウ
ン
の〝
旬
〞を
お
伝
え

し
ま
す
。

　
今
年
4
月
か
ら
は
、『
J
A
全
農

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』の
W
e
b
版
を
開
設

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
全
農
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
電
子
ブ
ッ
ク
や
P 

D
F
版

を
公
開
し
て
い
ま
し
た
が
、
We
b
版

で
は
記
事
そ
の
も
の
を
We
b
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
読
み
や
す
く
、

検
索
し
や
す
く
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
公
式
T
w
i
t

t
e
r
ア
カ
ウ
ン
ト
も
ス
タ
ー
ト
し
、

W
e
b
版
の
更
新
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し

ま
す
。

　『
J
A
全
農
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』は
創

刊
以
来
、
J
A
を
中
心
に
約
4
万
部

を
発
行
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

20
年
に
わ
た
り
発
行
し
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
全
国
の
J
A
・
連
合
会
各
位
、

な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
・
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。『
J
A

全
農
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』は
こ
れ
か
ら
も

全
農
の〝
今
〞を
伝
え
続
け
ま
す
。
引

き
続
き
、『
J
A
全
農
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
10
年
、県
連
と
の

統
合
を
機
に
創
刊

J
A
タ
ウ
ン
シ
ョ
ッ
プ

紹
介
は
平
成
13
年
か
ら

平
成
30
年
4
月
か
ら

We
b
版
ス
タ
ー
ト

創
刊
当
初
か
ら
続
く

「
J
A
ズ
ー
ム
イ
ン
」

「
県
本
部
だ
よ
り
」

J
A
全
農
ウィ
ー
ク
リ
ー

全
農
の〝
今
〞を
伝
え
続
け
る
『
J
A
全
農
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』は
、今
号（
10
月
1
日
号
）で
創
刊
か
ら
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

20
年
間
の
J
A
全
農
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

【
広
報
部
】

創
刊
20
周
年

『
J
A
全
農
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』創
刊
号（
平
成
10
年
10
月
1
日
号
）

JA全農ウィークリーの
送付先別発行部数（現在）
ＪＡ

県連・県 JA・全国連

全農・グループ会社

その他（メディア、行政等）

26，000部

1，600部

15，000部

400部

計 43，000部

スマートフォンにも対応した
JA全農ウィー
クリーWeb版
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ン
隊
の
明
る
い
笑
顔
で
、
消
費

拡
大
を
呼
び
掛
け
、
生
産
者
と

消
費
者
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
に
な

れ
る
よ
う
宣
伝
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
ふ
か
や
は
、
丹
精
込
め

て
生
産
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
管

内
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
と
、

産
地
P
R
を
積
極
的
に
展
開

し
て
、
農
業
者
の
所
得
増
大
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

JAふかや
（埼玉県）

概要 平成３０年３月３１日現在

正組合員数　　　　　　　　7274人
准組合員数　　　　　　　　6151人
職員数　　　　　　　　　　244人
販売品取扱高　　　　74億8千万円
購買品取扱高　　　　36億6千万円
貯金残高　　　　　1549億6千万円
長期共済保有高　　4528億3千万円
おもな農畜産物   米、麦、キュウリ、ネギ、

　　　　　　　ブロッコリー、生乳、
ユリ、チューリップなど

国
内
最
大
級
、６
ラ
イ
ン
の
き
ゅ
う
り
選
果
機

販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
も
笑
顔
で
Ｐ
Ｒ

群馬県

山梨県
東京都

埼玉県

栃木県

せ
、
生
産
者
の
労
働
時
間
の
削

減
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に

選
果
場
の
再
整
備
を
行
い
、
今

年
で
6
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

選
果
場
は
、
約
1
7
0
人

の
生
産
者
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
最
盛
期
に
は
全
ラ
イ
ン
が

フ
ル
稼
働
し
、
約
1
0
0
人

の
パ
ー
ト
が
1
日
に
1
万
ケース

（
1
ケース
5
㌔
）、
多
い
時
に
は

1
万
2
0
0
0
ケース
を
出
荷
し
ま

す
。
箱
詰
め
さ
れ
た
き
ゅ
う
り

は
首
都
圏
を
中
心
に
名
古
屋
や

盛
岡
な
ど
に
も
出
荷
し
ま
す
。

　

出
荷
が
始
ま
る
と
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
隊
同
行
の
も
と
、
量
販

店
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
促

※
1
ラ
イ
ン
の
処
理
能
力
は
1
時
間

　

に
2
5
0
ケース
。

　
J
A
ふ
か
や
は
数
多
く
の
農

畜
産
物
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、

中
で
も
、
主
要
品
目
の
き
ゅ
う

り
は
、
国
内
最
大
級
の
6

ラ
イ
ン
の
選
果
機
で
出
荷

し
て
い
ま
す
。量
販
体
制
と

品
質
の
均
一
化
を
充
実
さ

　
J
A
ふ
か
や
は
都
心
か
ら
約

70
㌔
圏
に
あ
り
、
管
内
は
平
野

部
か
ら
南
西
の
山
間
地
域
ま
で

広
が
り
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
多
彩
な
農
畜
産
物
を
首
都

圏
中
心
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

進
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
が「
い
い

き
ゅ
う
り
の
日
」と
定
め
た
毎

月
19
日
に
は
、
主
力
産
地
の
各

都
道
府
県
の
J
A
グ
ル
ー
プ

が
、
首
都
圏
に
展
開
す
る
ス
ー

パ
ー
の
協
力
の
も
と
、
各
店
舗

で
試
食
宣
伝
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ず
み
ず
し
さ
や
食
感
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

市
場
で
注
目
さ
れ
る

深
谷
産
き
ゅ
う
り

全
国
の
主
産
地
と
手
携
え

首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
で
販
促

スーパーでそろいの法被を着てＰＲするキャンペーン隊

フル稼働する６ラインの選果機

コ
ン
ベ
ア
に
乗
せ
ら
れ
、次
々
に

選
果
さ
れ
る
き
ゅ
う
り

毎月19日の「いいきゅうりの日」販促活動
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専
用
の
化
粧
箱
に
入
れ
、
展
示

し
ま
し
た
。
化
粧
箱
に
は
「
糖

度
14
%
度
O
v
e
r
」と
記
さ

れ
、
他
の
品
種
と
差
別
化
し
、

お
い
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
味
を
確
か
め
た
関
係
者
か

ら
は
「
着
色
が
良
く
、
大
玉
で

見
栄
え
が
良
い
」、「
ど
れ
を
試

食
し
て
も
食
味
が
良
く
、
糖
度

が
高
い
」と
高
評
価
を
得
ま
し

た
。

　
「
夢
み
ず
き
」は
平
成
26
年

に
品
種
登
録
さ
れ
、
3
年
前

か
ら
数
量
は
わ
ず
か
で
す
が

市
場
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
試
験
栽
培
を

始
め
て
か
ら
こ
れ
ま
で
に
約

1
万
5
0
0
0
本
の
苗
木
を

供
給
、
成
園
化
が
進
み
出
荷
量

が
増
え
て
い
く
中
、
山
梨
県
の

主
力
品
種
と
な
る
桃
と
し
て
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。

　
「
甲
斐
の
く
ろ
ま
る
」は
、
近

年
の
高
温
傾
向
で
黒
系
ブ
ド
ウ

の
着
色
不
良
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
大
粒
で
着
色
が
良
い
の
が

特
長
で
す
。
8
月
3
日
に
行
っ

た
試
食
宣
伝
会
で
は
、
試
食
会

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
る
と
今
年

の
味
を
確
か
め
よ
う
と
大
勢
の

市
場
関
係
者
が
詰
め
掛
け
、
事

務
局
は
品
種
の
特
長
な
ど
を
丁

寧
に
説
明
し
な
が
ら
P
R
し

ま
し
た
。
市
場
出
荷
が
始
ま
り

今
年
で
5
年
目
を
迎
え
た
「
甲

斐
の
く
ろ
ま
る
」は
、
市
場
関

係
者
の
認
知
は
ま
だ
低
い
こ
と

か
ら
、
同
会
議
は
今
後
も
こ
の

よ
う
な
宣
伝
会
な
ど
を
通
じ
て

認
知
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
で

山
梨
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
販

売
強
化
に
つ
な
ぐ
べ
く
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

県
本
部

だ
よ
り

山梨県本部

市
場
で
桃「
夢
み
ず
き
」、ブ
ド
ウ「
甲
斐
の
く
ろ
ま
る
」Ｐ
Ｒ

興
、
販
売
強
化
に
重
点
を
お
い

た
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
県
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
と
し
て
は
、
桃
の
「
夢

み
ず
き
」、
ス
モ
モ
の
「
皇
寿
」、

オ
ウ
ト
ウ
の
「
甲
斐
ル
ビ
ー
」、

ブ
ド
ウ
の
「
甲
斐
の
く
ろ
ま

る
」「
甲
斐
ベ
リ
ー
3
」な
ど
4

品
目
、
10
品
種
が
品
種
登
録
ま

た
は
商
標
登
録
出
願
中
で
、
苗

木
供
給
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
同
会
議
の
検
討
部
会

が
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
大
田

市
場
で
「
夢
み
ず
き
」と
「
甲

斐
の
く
ろ
ま
る
」の
試
食
宣
伝

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

7
月
3
日
に
行
っ
た
「
夢
み

ず
き
」の
試
食
宣
伝
会
で
は
糖

度
・
サ
イ
ズ
な
ど
一
定
基
準

を
満
た
し
た
「
夢
み
ず
き
」を

い
ま
す
。

　

同
会
議
は
、
山
梨
県
本
部
営

農
企
画
課
を
事
務
局
に
山
梨

県
、
県
内
J
A
、（
公
）県
果
樹

園
芸
会
、
県
果
樹
苗
木
生
産
者

組
合
、J
A
山
梨
中
央
会
ほ
か

を
会
員
に
、
平
成
14
年
に
発
足

し
ま
し
た
。
山
梨
県
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
品
種
の
開
発
と
生
産
振

　

山
梨
県
本
部
は
「
山
梨
県
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
会
議
」（
小
池
通
義
会
長
＝

J
A
山
梨
中
央
会
副
会
長
）と

連
携
し
、
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
力
を
注
い
で

有
望
な
4
品
目
、10
品
種
を

品
種
登
録
・
商
標
登
録
出
願
中

市
場
関
係
者
が
試
食

高
い
評
価
に
手
応
え

大
玉
で
糖
度
が
高
く
、着
色
の
良
い
桃「
夢
み
ず
き
」と
東
京
・
大
田
市
場
で
の
試
食
会

大粒で着色が良いブドウ「甲斐のくろまる」と試食を勧める山梨県本部職員
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クーポントピックス ポイント

スマホアプリを公開中
JA全農のイベントや新商品に関する最新情報が
さらに充実！ 作動環境：スマートフォン iOS８以上　Ａndroid4.3以上

「食と農」の情報を広く消費者へ！

JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、10/12（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。
※天候などによりご希望に沿えない場合があります。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金の他、お届け先により送料がかかります。

おいどんショップ鹿児島（（株）Ａコープ鹿児島）

本場種子島産 安納こがね（1.5㌔）……2400円

　「安納こがね」は黄色がかった皮とオレンジ色の果肉が特徴で、一般
的な安納芋（紅）に比べて、皮が薄く傷つきやすいため生産地の種子島
でも生産者が少なく、希少なお芋です。
　お芋本来の甘みを引き出すために１カ月以上熟成させてからお客さ
まにお届けしています。
　お勧めの食べ方はやっぱり「焼き芋」！ ねっとりとした食感と極上の
甘さは「安納こがね」でしか味わうことができません。じっくりと時間を
かけて焼いた方が甘みが引き出されますので、電子レンジでの急速加
熱は厳禁です。
　ぜひ、この機会にお召し上がりください。

新登場
旬八青果店×MAMAMA
コラボカリー が

【総合企画部】

　全農子会社・(株)ピュアディッシュは9月10日、冷凍食
品ブランド「ＭＡＭＡＭＡ（ままま）」の商品第3弾『旬八青
果店×ＭＡＭＡＭＡコラボカリー』の販売を始めました。

　今回は、全農の出資先である(株)アグリゲートが運営す
る八百屋「旬八青果店」が監修した野菜を使用した、コラ
ボレーションカレー（2種類×2パック）です。

旬八青果店×MAMAMAコラボカリー

セット内容

小売価格：3600円（税別）※各2パック入り計4パック

ごろごろ野菜で食べるビーフスパイシーカリー
[270g（野菜110g、ビーフカレー160g）×2]旬八青果店監修

ごろごろ野菜で食べるチキンクラシックカリー
[270g（野菜110g、チキンカレー160g）×2]旬八青果店監修

お
求
め
は
、

M
A
M
A
M
A

サ
イ
ト
か
ら
！

　「MAMAMA（ままま）」とは、「しんせんそのまま 
できたてそのまま おうちでそのまま」をコンセプト
に、本格料理が手軽に家庭で味わえる、冷凍食品
ブランドです。
　新商品発売を記念して、お得な20％オフクーポンも発
行しました！
クーポンコード：weekly1001(10月末まで１回限り有効)
　お土産やプレゼントに、みなさまこの機会にぜひお買
い求めください。

子会社㈱ピュアディッシュが
手掛ける冷凍食品ブランド
「MAMAMA」

JAタウンは
こちらから

2018 10.1 vol.858

各県本部の農業機械展示会で注目を集めた共同購入トラクター（栃木県本部の第19回ＪＡグループパワフル
アグリフェアで、５‒７面）

東京・二子玉川で開かれた「ＪＡベジカレッジ」
で展示された野菜に触れる幼児（８面）

TACの作物栽培総合技術研修で中玉トマト
成育調査（３面）

おかげさまで20周年

東
京・二
子
玉
川
で「
J
A
ベ
ジ
カ
レ
ッ
ジ
」

8
月
31
日
は

「
や
さ
い
の
日
」

東京消防庁・救急部長感謝状を受賞
（人事部）

世界牛病学会2018で研究成果2題発表
（家畜衛生研究所）

営農管理システム「Z-GIS」の全国的な
普及へ全国各地で説明会、操作研修会
（耕種総合対策部）

TAC育成へ作物栽培総合技術研修
（耕種総合対策部）

「キッズの晩餐」 10月7日放送スタート（広報部）

『家の光』11月号で神出理事長が生産者・
JA職員と鼎談（広報部）

8面

5  

7
面

2

3

4

『JA全農ウィークリー』が創刊20周年（広報部）

JAズームイン（JAふかや）

県本部だより（山梨県本部）

冷凍食品ブランド「ＭＡＭＡＭＡ」に
旬八青果店とのコラボカリー新登場
（総合企画部）

ＪＡタウンショップ紹介
　おいどんショップ鹿児島 （㈱Aコープ鹿児島）

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

www.zennoh-weekly.jp/

共同購入トラクターやドローンに熱いまなざし
各県本部が農機展示会やフェア開催
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ていだん

ばんさん

ま　　　　ま　　　　ま
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